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緑いきづく火の神の里

阿蘇の夜明け
謹んで初春のお慶びを申し上げます

Photo: 田子山から阿蘇谷を望む
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　僕の夢は、高校野球で甲子園に行くことです。
その理由は、テレビで甲子園を見たときにとても
感動したからです。
　そのために今、日々の練習を一生懸命がんばっ
ています。どうしたらボールが遠く飛ぶかなどを
考えて投げるようにしています。
　自分にできる努力を重ね、将来甲子園に行き、
見ている人に感動や勇気を与えられる選手になり
たいです。今までに支えてくださった人たちに恩
返しをしたいと思っています。
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夢を追いかけて

本 田 優 

　秘かなビュースポットとし
て知られる西小園の田子山か
ら観る日の出の瞬間です。
　田子山は、昨年春に褒章を
受けた「田子山絆の森委員会」
の皆さんが日頃から景観整備
や緑化活動に取り組んでいま
す。この場所でしか見ること
のできない四季折々の阿蘇五
岳や阿蘇谷を見るため、多く
の人が訪れる人気のスポット
です。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に

満
ち
た
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
町
村
合
併
か
ら
10

年
。
本
年
２
月
11
日
、
阿
蘇
市
は

誕
生
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
次
の

10
年
に
向
け
、
な
お
一
層
市
民
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
、
幸
せ
感
を
持

ち
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
11
月
25
日
か
ら
活
発
な
火
山
活

動
が
続
く
阿
蘇
中
岳
第
一
火
口

は
、
福
岡
管
区
気
象
台
や
京
都
大

学
阿
蘇
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー
で
24

時
間
体
制
の
監
視
が
行
わ
れ
て
お

り
、
少
し
で
も
変
化
が
あ
れ
ば
即

対
応
を
取
れ
る
よ
う
連
携
を
整
え

て
い
る
ほ
か
、
夜
間
の
火
口
周
辺

の
立
ち
入
り
規
制
の
強
化
や
外
国

語
（
４
カ
国
語
）
看
板
の
設
置
な

ど
安
全
第
一
に
抜
か
り
の
な
い
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
降
灰

に
よ
る
農
作
物
被
害
、
観
光
商
工

面
で
は
風
評
被
害
に
よ
る
客
数
の

減
少
と
、
基
幹
産
業
へ
の
影
響
が

出
て
お
り
、
引
き
続
き
市
の
重
要

課
題
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
少
し
で
も
早
い
鎮
静

化
を
願
う
と
と
も
に
、
行
政
と
市

民
の
皆
さ
ま
一
丸
と
な
り
経
験
と

知
恵
を
発
揮
し
、
こ
の
事
態
が
好

転
す
る
よ
う
強
い
意
志
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　
自
然
を
守
り
活
か
す
取
り
組
み

と
し
て
、「
阿
蘇
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
」
は
２
年
目
に
入
り
、
よ
り
心

に
響
く
阿
蘇
の
案
内
が
で
き
る
よ

う
ジ
オ
ガ
イ
ド
や
各
ジ
オ
サ
イ
ト

の
方
々
な
ど
が
積
極
的
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
受
入

態
勢
の
充
実
や
各
サ
イ
ト
に
磨
き

を
か
け
る
な
ど
カ
ル
デ
ラ
の
魅
力

を
最
大
限
活
か
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
は
な

阿
蘇
美
の
東
側
に
、
阿
蘇
草
原
保

全
活
動
セ
ン
タ
ー「
草
原
学
習
館
」

「
草
原
情
報
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
の
場
、
ま
た
県
内
外
多
く

の
方
々
が
訪
れ
る
情
報
発
信
の
場

と
し
て
活
発
な
利
活
用
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
環
境
省
な
ど
関
係
機
関

と
と
も
に
運
用
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

　
医
療
の
面
で
は
、
阿
蘇
医
療
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
十
分
生
か
す
た

め
に
も
医
師
の
確
保
に
重
点
を
置

き
、開
院
か
ら
の
理
念
で
あ
る「
信

頼
と
責
任
」
あ
る
医
療
に
誠
心
誠

意
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
県
に
よ
る
河
川
激
甚
災
害
対
策

特
別
緊
急
事
業
は
３
年
目
と
な

り
、
遊
水
地
は
じ
め
宅
地
か
さ
上

げ
、
輪
中
堤
、
河
川
改
修
工
事
が

本
格
化
し
ま
す
が
、
安
全
面
だ
け

で
な
く
地
域
の
将
来
を
考
え
た
事

業
を
実
施
す
る
よ
う
「
黒
川
激
特

事
業
及
び
川
づ
く
り
に
係
る
協
議

会
」
な
ど
を
通
じ
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
更
な
る
発
展
の
た
め
、

国
の
情
勢
や
打
ち
出
さ
れ
る
経
済

活
性
化
対
策
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
、
特
に
昨
年
設
け
ら
れ
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
等

を
積
極
的
に
活
用
し
、
森
林
の
整

備
と
利
活
用
、
ま
た
福
祉
に
従
事

す
る
方
々
の
環
境
改
善
な
ど
必
要

な
政
策
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

大
切
に
本
年
も
職
員
一
同
、
多
岐

亡
羊
せ
ず
し
っ
か
り
と
目
標
を
掲

げ
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
こ
の
一
年
、
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

謹賀新年
阿蘇市長

佐 藤 義 興

平成 27 年　年頭あいさつ



　　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
健
や
か
に
、
ご
家
族
お
揃
い

で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
ご

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
市

議
会
に
対
し
て
、
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、
議
員
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
村
合
併
か
ら
早
く
も
10
年
を

迎
え
、
阿
蘇
市
で
は
「
阿
蘇
市
誕

生
10
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
是
非
ご
参
加
を
い

た
だ
き
10
周
年
を
祝
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か

ら
２
年
６
カ
月
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
公
共
土
木
災
害

そ
し
て
農
業
災
害
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ほ
ぼ
復
旧
工
事
が
終
了
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
「
河
川
激
甚

災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」で
は
、

遊
水
地
、
宅
地
か
さ
上
げ
、
輪
中

堤
等
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、地
域
住
民
が
早
期
に
安
心・

安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
よ
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う
熊
本
県
に
要
望
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
は
、
阿
蘇
ジ
オ

パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
加
盟
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
念
願
の
「
阿
蘇
」
が
世
界
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
認
知
さ
れ
、
今
後

の
地
域
・
観
光
振
興
の
普
遍
力
と

な
り
、
国
内
外
か
ら
観
光
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
議
員
は
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
的
確
に
市
政
に
反
映

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
付
託
さ

れ
た
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
開
か
れ
た
分
か
り
や
す

い
議
会
運
営
を
行
い
な
が
ら
、
積

極
的
な
政
策
提
案
と
無
駄
の
な
い

行
政
運
営
へ
の
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
今
後
、
さ
ら
に
創

意
工
夫
を
重
ね
、
皆
さ
ま
の
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
こ
の
一
年
が

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ご
健
勝
と
ご
活
躍
、
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹賀新年
阿蘇市議会議長

阿 南 誠 蔵

平成 27 年　年頭あいさつ
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2014 年のできごと
を紹介

阿蘇市の一年は
こんな年でした！

What was happened in this year.

阿蘇ジオパークの世界認定、阿蘇医療センターの開院など、2014 年は
阿蘇市の未来を語る上で重大なニュースが数多くあった一年でした。
この特集では、2014 年を写真とともに振り返ります。ことしは阿蘇市
誕生 10 周年の年。節目の年に相応しい一年になることを願います。

3

1 4

2

5

❶ 2 月 13 日から 14 日にかけて雪が降り、山間部では 70 ｾﾝﾁを超
える記録的な積雪を観測。農業関連では 126 カ所で約 2 億 6 千万
円の被害があった。　❷内牧温泉街繁栄会が 2 月に多目的ホール

「Art-chi（あーとち）」を開設。地域の憩いの場としてさまざまな
催しが開かれている。　❸ 4 月 6 日、西湯浦牧野で半世紀ぶりに野
焼きを再開。牧野組合員やボランティアなど 105 人が火を入れ、北
外輪山約 45㌶の野焼きを実施した。　❹平成 24 年の豪雨災害によ
り県による河川激甚災害対策特別緊急事業が本格的に開始される。
宅地嵩上げ工事もことしから着工予定。　❺旧阿蘇中央病院は老朽
化と救急医療体制の強化を理由に、新たに阿蘇医療センターとして
新築移転され 8 月 6 日に開院。高度医療機器の導入や救急対応設備
が整備され、阿蘇医療圏の中核を担う病院として生まれ変わった。
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❻７月 3 日、大規模ベビーリーフの生産・販売を展開する㈱果実堂との間に農業
振興等の協力協定を締結。年間 50㌧のベビーリーフの生産を目標に展開。❼ 8
月 12 日、阿蘇草原保全活動センター「草原情報館」が着工。ことし 4 月から運
用予定。　❽ 9 月 23 日、阿蘇ジオパークが 3 度目の挑戦で世界ジオパークネッ
トワーク加盟認定。阿蘇火山博物館に集まった関係者が発表の瞬間、歓喜に沸い
た。　❾ 11 月 10 日、一の宮中校区統合小学校（仮称）の建設工事に着手。鉄
筋コンクリート造 2 階建ての校舎と体育館を建設。平成 28 年 4 月開校を目指す。
❿ 11 月 6 日、阿蘇くじゅう国立公園指定 80 周年記念式典が開催され、草原景
観維持などの功績者に表彰状が贈られた。　⓫ 11 月 25 日、阿蘇中岳が小規模噴
火。22 年ぶりにマグマ噴火が発生し、火口周辺にはスコリアと呼ばれる噴石が
多数飛散した。（阿蘇火山噴火関連記事は 8・9 ページに掲載）

1011

完成イメージ図

完成イメージ図
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阿蘇中岳 小規模噴火
降灰や風評被害で影響広がる

　
昨
年
８
月
30
日
に
、
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
が
１
（
平
常
）
か
ら

２
（
火
口
周
辺
規
制
）
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
や
や
活
発
な
活
動

が
続
い
て
い
た
阿
蘇
中
岳
第
一

火
口
が
11
月
25
日
午
前
、
小
規

模
噴
火
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
連
日
噴
火
が
続
き
、

火
山
灰
は
大
分
県
豊
後
大
野
市

や
熊
本
市
に
も
降
り
ま
し
た
。

波
野
地
区
の
キ
ャ
ベ
ツ
や
白
菜

な
ど
の
農
作
物
の
被
害
の
ほ

か
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
で
は

欠
航
が
相
次
ぎ
、
観
光
客
が
減

る
な
ど
阿
蘇
地
域
周
辺
の
観
光

面
に
も
影
を
落
と
し
ま
し
た
。

　
小
規
模
噴
火
を
受
け
、
阿
蘇

市
な
ど
周
辺
自
治
体
で
つ
く
る

阿
蘇
火
山
防
災
会
議
協
議
会
は

12
月
４
日
、臨
時
総
会
を
開
き
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
乗
り
場
が
あ
る

阿
蘇
山
上
広
場
付
近
の
夜
間
の

安
全
確
保
の
た
め
、
道
路
を
閉

鎖
し
夜
間
の
立
ち
入
り
を
規
制

す
る
決
定
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
28
日
に
は
、
大

規
模
噴
火
を
想
定
し
警
察
や
消

防
、
自
衛
隊
、
医
療
機
関
な
ど

36
機
関
と
合
同
で
防
災
訓
練
を

実
施
。
今
回
は
小
規
模
噴
火
が

続
く
中
で
の
訓
練
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
緊
張
感
の
増
す
中
で

避
難
誘
導
や
情
報
伝
達
な
ど
、

有
事
に
備
え
訓
練
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
現
在
も
、
火
山
活
動
は
活
発

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
（
12

月
22
日
現
在
）。
左
㌻
に
示
す

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
情
報
や
降

灰
時
の
注
意
点
な
ど
を
確
認
の

う
え
、
日
頃
の
火
山
情
報
に
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

噴石（スコリア）が飛び散るようす

写真提供：阿蘇テレワークセンター

火山防災訓練のようす

20 数年ぶりに行われた噴火を鎮める火口
静
せ い ひ つ

謐祈願祭。阿蘇山上神社では清め祓いが
行われ阿蘇地域の観光関係者などが参列。
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今
回
の
噴
火
の
特
徴
は
―

　

������

阿
蘇
山
で
は
、
昨
年
１
月
か
ら
ご
く
小

規
模
な
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た

が
、
11
月
25
日
以
降
、
火
山
灰
を
連
続

し
て
噴
出
す
る
灰
噴
火
や
火
口
縁
周
辺

に
溶
岩
片
を
噴
出
す
る
ス
ト
ロ
ン
ボ
リ

式
噴
火
が
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
火
山

性
微
動
の
振
幅
も
、
依
然
と
し
て
大
き

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

御
嶽
山
と
の
噴
火
の
違
い
は
―

　

�

昨
年
９
月
の
御
嶽
山
の
噴
火
は
地
下
の

圧
力
が
増
し
、
周
囲
の
岩
石
を
破
壊
す

る
水
蒸
気
噴
火
で
し
た
が
、
阿
蘇
山
の

噴
火
は
地
下
の
マ
グ
マ
が
直
接
噴
出
す

る
マ
グ
マ
噴
火
で
し
た
。

今
後
の
見
通
し
は
―

　

�

阿
蘇
山
の
噴
火
活
動
の
特
徴
と
し
て
、

火
山
灰
や
小
さ
な
噴
石
（
ス
コ
リ
ア
）

を
噴
出
す
る
噴
火
が
長
く
続
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
マ
グ
マ
の
活
動

を
注
意
深
く
監
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
日
頃
か
ら
気
象
庁
が
発
表
す
る
最

新
の
火
山
情
報
や
山
上
の
風
向
き
に
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

福岡管区気象台
阿蘇山火山防災連絡事務所

予報
警報 レベル 火山活動の状況と想定される現象

噴
火
警
報

５ 避
難

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫している状態にある
●溶岩流が居住地域に到達、あるいは切迫している。　

※有史以降ありません。

４
避
難
準
備

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生すると予想される
●溶岩流が発生し、さらに噴火が拡大した場合には居住地域まで到達すると予想される。

※有史以降ありません。

火
口
周
辺
警
報

３
入
山
規
制

居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす
● 火砕流が発生し火口からおおむね４km 以内に到達、あるいは噴火活動の高まりなどにより到達

が予想される。
● 火口からおおむね２km 以内に噴石飛散、あるいは噴火活動中の火孔閉塞などにより噴石飛散が

予想される。

２
火
口
周
辺

規　
　
制

火口周辺に影響を及ぼす
●小噴火が発生し、火口からおおむね 1km 以内に噴石飛散の可能性。
●小噴火の発生が予想される。

噴
火
予
報

１ 平
常

火山活動は静穏。火山活動の状態によって、火口内で火山灰の噴出などが見られる。
●火山活動は静穏、状況により火口内にとどまる程度の土砂噴出などの発生の可能性あり。

現在の阿蘇中岳の状態
※平成 26 年 12 月 22 日現在

阿蘇山の噴火警戒レベル

火山灰から身を守るための対策

❶外に出るときや、掃除をするときは、マスクをつけましょう。
❷�火山灰が目に入ったら、手でこすらずに水で流しましょう。コンタクトレンズをはずして、メガネを使い
ましょう。
❸火山灰に触れると、皮膚が炎症を起こすこともありますので、注意しましょう。
❹火山灰が降ると、見通しが悪くなったり、道路も滑りやすくなりますので、交通事故には気を付けましょう。

【出典：内閣府】

井上 秀穂 所長

問い合わせ　市役所総務課 防災交通係　☎ 22-3111
※阿蘇市のホームページでは、阿蘇中岳警戒情報を毎日更新しています。
　キーワード「阿蘇市役所」で検索してください。

interview
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宮地 A チーム 2 年ぶりの栄冠
阿蘇市合併 10 周年記念　第 10 回阿蘇市民地域対抗駅伝大会

　
第
10
回
阿
蘇
市
民
地

域
対
抗
駅
伝
大
会
が
12

月
７
日
、
阿
蘇
市
役
所

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

に
開
か
れ
、
各
地
区
か

ら
14
チ
ー
ム
２
１
０
人

が
出
場
し
、
宮
地
Ａ
チ

ー
ム
が
２
年
ぶ
り
４
回

目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。

　
終
盤
ま
で
も
つ
れ
た

レ
ー
ス
は
、
中
盤
か
ら

抜
け
出
し
た
宮
地
Ａ
チ

ー
ム
と
阿
蘇
西
Ａ
チ
ー

ム
が
競
い
、
最
後
は
宮

地
Ａ
チ
ー
ム
が
接
戦
を

制
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
渡
邉
修
一

監
督
は
「
子
ど
も
た
ち

の
力
走
が
光
っ
た
。
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝

ち
取
っ
た
優
勝
で
す
。

連
覇
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
」
と
、
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

1

2

3

4

5

1.優勝した宮地 A チームの
皆さん　2.区間賞を受賞した
選手の皆さん　3.スタート時
のようす　4.10 区で力走する
碧水、宮地 B チームの選手　
5.選手宣誓をする藤田拓海く
ん

●大会結果
　優　勝　宮地 A チーム
　準優勝　阿蘇西 A チーム
　第３位　坂梨チーム

●区間賞
1 区 鳴川 健太 ( 坂梨 )
2 区 中嶋 貴則 ( 内牧Ａ )
3 区 倉岡 弘道 ( 宮地Ａ )
4 区 塚本 和寛 ( 宮地Ａ )
5 区 江入 巴月 ( 阿蘇西Ａ )
5 区 池田 千尋 ( 碧水 )
6 区 佐伯 元 ( 阿蘇西Ａ )
7 区 濱﨑 悠哉 ( 阿蘇西Ａ )
8 区 寺西 広翼 ( 碧水 )
9 区 山口 紗桜理 ( 坂梨 )
10 区 村原 七海 ( 宮地Ａ )
11 区 高日 稚菜 ( 宮地Ａ )
12 区 上田 俊輔 ( 内牧Ａ )

●大会結果
　最優秀賞　村原 七海（宮地 A）
　優秀賞　　濱﨑 悠哉（阿蘇西 A）
　　〃　　　山口 紗桜理（坂梨）

11 月 23 日開催の阿蘇市民スポレクフェア
（グラウンドゴルフ）の大会結果は以下のとお
りです。おめでとうございます！

優　勝　後藤トキ子（東１区）
準優勝　山部ツミ子（　〃　）
第３位　坂梨シヅ子（北２区）

WebTV アソ
動 画



借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日９時～１７時１５分（予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　森　あい（もり　あい）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

＊まずはお気軽にお電話下さい
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City Topics
ま ち の 話 題

　
全
国
各
地
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
草
原
保
全
活
動

や
利
活
用
事
例
を
発
表
す

る
第
10
回
全
国
草
原
サ
ミ

ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

11
月
22
日
か
ら
24
日
に
か

け
て
阿
蘇
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
24
日
は
草
原
を
保
有
す

る
関
係
市
町
村
長
14
人
が

参
加
し
、
草
原
保
全
の
取

り
組
み
事
例
を
発
表
。
佐

藤
阿
蘇
市
長
は
、
恒
久
的

「草原 100 選」制定目指す
第 10 回全国草原サミット・シンポジウム

な
防
火
帯
設
置
な
ど
の
取

り
組
み
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
草
原
維
持
面
積
の

数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ

と
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
草
原
の
重
要

性
や
価
値
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
千
年
後
も

残
し
た
い
日
本
の
風
景

「
草
原
１
０
０
選
」
の
制

定
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ「
阿
蘇
宣
言
」

を
採
択
し
ま
し
た
。

音楽で生きる力、喜びを。
被災地支援交流事業 スクールコンサート

　

阿
蘇
小
学
校
で
12
月
８
日
、

熊
本
県
立
劇
場
主
催
の
ス
ク
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
同

校
と
山
田
小
学
校
の
児
童
、
地

域
住
民
ら
が
音
楽
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
同
劇
場
被
災
地
支
援
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た
も

の
で
、
県
内
を
中
心
に
活
躍
す

る
「
ト
リ
オ
・
コ
ロ
ー
レ
」
の

３
人
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
サ

ッ
ク
ス
、
ピ
ア
ノ
演
奏
で
「
き

ら
き
ら
星
」
や
「
花
は
咲
く
」

な
ど
数
曲
を
披
露
。
体
育
館
に

美
し
い
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。

広
告

シンポジウムのようす。草原に関するさまざまな取り組みについて、
参加市町村から発表されました。

WebTV アソ
動 画
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「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

青少年の薬物乱用防止に貢献
中川竹久氏に県知事感謝状

　
永
年
に
わ
た
り
少
年
の
非
行
防
止
に

貢
献
し
た
と
し
て
、
阿
蘇
地
区
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
協
議
会
の
委
員
を
務
め

る
中
川
竹
久
氏
（
下
町
）
に
蒲
島
知
事

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
川
氏
は
、
永
年
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
長
や
少
年
指
導
員
な
ど
を
務
め
、

平
成
14
年
か
ら
は
阿
蘇
地
区
薬
物
乱
用

防
止
指
導
員
と
し
て
、
ヤ
ン
グ
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
薬
物
乱
用
防
止
に
関

す
る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
今
日
の
社
会
で
一
番
危
険
な
の
は

覚
せ
い
剤
や
薬
物
。
こ
れ
か
ら
も
薬
物

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

啓
発
を
続
け
た
い
」
と
、
今
後
の
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

建設業の経験を活かし、不法投棄撤去に尽力
阿蘇中部建設振興会が不法投棄ごみを撤去

　
阿
蘇
市
及
び
産
山
村
の
建
設
業
の
若
手

経
営
者
で
構
成
す
る
阿
蘇
中
部
建
設
振
興

会
（
鶴
田
康
浩
会
長
、
28
人
）
は
11
月
22

日
、南
宮
原
地
域
（
国
道
２
１
２
号
沿
い
）

山
林
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
や
電
化
製

品
な
ど
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
会
は
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
日

頃
の
作
業
経
験
を
活
か
し
、
危
険
な
不
法

投
棄
現
場
の
撤
去
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実

施
し
て
お
り
、
今
回
で
８
回
目
。

　

作
業
し
た
現
場
は
急
斜
面
の
山
林
で
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
蓄
積
し
散
乱
し

て
い
ま
し
た
が
、
同
会
員
17
社
と
行
政
機

関
な
ど
約
30
名
が
作
業
を
行
い
、
可
燃
ご

み
２
６
０
㌔
、
不
燃
ご
み
５
２
０
㌔
を
撤

去
し
ま
し
た
。

広
告
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City Topics
ま ち の 話 題

中江岩戸神楽保存会が「岩戸開」を華麗に舞う
第 56 回九州地区民俗芸能大会

　
中
江
地
区
で
活
動
す
る

中
江
岩
戸
神
楽
保
存
会

（
佐
藤
義
勝
会
長
、
15
人
）

が
11
月
23
日
、
沖
縄
県
読

谷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
「
第
56
回
九
州
地

区
民
俗
芸
能
大
会
」
に
熊

本
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

　
九
州
各
県
か
ら
９
団
体

（
１
４
１
名
）
が
集
ま
り
、

会
場
は
約
６
５
０
名
の
観

客
で
溢
れ
ま
し
た
。

　
中
江
岩
戸
神
楽
保
存
会

は
、「
岩
戸
開
」（
天
の
岩

戸
に
お
隠
れ
に
な
っ
た
天

照
大
御
神
の
前
で
神
々
が

舞
い
、
手
力
雄
命
が
岩
戸

を
開
け
お
迎
え
す
る
）
を

演
じ
、
会
場
は
た
く
さ
ん

の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

「岩戸開」を披露する中江岩戸神楽保存会の皆さん。「中江の
岩戸神楽」、昭和３６年に熊本県重要無形民俗文化財に、昭
和５０年に国選択無形民俗文化財に指定されています。

男声合唱団の歌声響く
尾 ヶ 石 東 部 小 で 男 性 合 唱 コ ン サ ー ト

　
尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
で
12
月
６

日
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一

環
で
男
性
合
唱
団
「
へ
き
ら
く
コ

ー
ル
」
コ
ン
サ
ー
ト
（
熊
本
黄
壁

城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
狩
尾
２
区
出
身
で
同
校
を
卒
業

し
、
同
合
唱
団
常
任
指
揮
者
の
草

尾
文
隆
氏
が
指
揮
を
務
め
、「
お

富
さ
ん
」や「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」

な
ど
を
合
唱
し
、
児
童
や
地
域
住

民
ら
は
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
全
校
児
童
が
「
お
お
か

み
と
数
十
匹
の
子
ヤ
ギ
」
と
題
し

た
ダ
ン
ス
劇
を
披
露
。
来
場
し
た

保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

黒流町区がコミュニティ助成事業で
コミュニティセンターを新築

　地域社会の健全な発展を図ることを
目的とした宝くじの助成金を活用し、
黒流町区がコミュニティセンターを新
築しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会
貢献広報事業費を財源として財団法人
自治総合センターが助成を行うもので
す。黒流町区では、このコミュニティ
センターを拠点として、地域の活動が
一層活発になると期待されます。
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41 年にわたり交通事故防止に貢献
交通指導員 筑紫章三氏に感謝状

　
阿
蘇
市
交
通
指
導
員
を
退
任
さ
れ
た

方
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
11
月
10

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
昨
年
９
月
末

に
退
任
さ
れ
た
筑
紫
章
三
氏
（
古
城
１

区
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
筑
紫
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に
就
任
以

来
41
年
間
に
わ
た
っ
て
街
頭
指
導
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
交
通
指
導
を
務
め
、
市

の
交
通
事
故
防
止
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
筑
紫
さ
ん
は
、「
大

き
な
事
故
も
な
く
良
か
っ
た
。
通
学
す

る
子
ど
も
た
ち
は
、
交
通
指
導
員
の
誘

導
に
従
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気

を
付
け
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
新
た
に
河
津
今
朝
次
氏
（
道

尻
）
と
光
木
惟
久
氏
（
古
神
３
区
）
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

広
告

風評被害を払拭するため PR 活動展開
福岡市、大阪市で観光イベント

　
11
月
25
日
以
来
、
中
岳
噴
火
の
影
響
で
観
光

客
の
入
込
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

市
と
市
観
光
協
会
が
県
外
で
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
市
で
12
月
６
日
、「
阿
蘇
温
泉
郷
湯
ご

も
り
祭
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
合
わ
せ
、
火
口
周
辺

の
観
光
情
報
や
近
況
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
ま
た
、
12
月

14
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
熊
本
県
と
連
携
し
、

大
阪
市
の
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
で
吉
本
新
喜

劇
の
公
演
に
出
演
。
熊
本
出
身
の
芸
人
と
と
も

に
熊
本
県
内
の
温
泉
情
報
を
発
信
し
、
併
せ
て

風
評
被
害
を
払
拭
す
る
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、観
光
客
の
誘
客
に
つ
な
げ
る
た
め
、

県
内
外
で
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
火
口
周

辺
の
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。火山情報を記したチラシを配布するようす
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City Topics
ま ち の 話 題

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
阿
蘇

町
支
部
（
大
和
と
よ
子
支

部
長
）
は
12
月
２
日
、
地

域
医
療
の
現
状
を
学
ぼ
う

と
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
で

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
８
月
に
開
院
し
た

同
セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
知

り
、
地
域
の
病
院
を
盛
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
と
初
め

て
企
画
し
た
も
の
で
、
部

員
50
人
が
参
加
。
職
員
の

案
内
で
施
設
を
見
学
し
た

後
、
甲
斐
豊
院
長
が
阿
蘇

医
療
圏
の
現
状
と
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
講
演
し
、

参
加
者
は
同
セ
ン
タ
ー
が

担
う
役
割
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
大
和
支
部
長
は
「
今
回

の
研
修
で
、
地
元
に
こ
れ

だ
け
の
医
療
機
器
が
備
わ

っ
た
施
設
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
参
加
者
も
安
心

し
た
と
思
う
。
今
後
も
生

活
に
密
着
し
た
研
修
が
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

地域医療の現状を知ろう
JA 阿 蘇 女 性 部 阿 蘇 町 支 部 研 修

職員から施設案内を受ける参加者たち

　
狩
尾
２
区
の
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
を
学
ぼ
う
と
11
月
19

日
、
山
鹿
市
の
区
長
会
14
名
が
視

察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
狩
尾
２
区
で
は
、
平
成
18
年
に

前
区
長
の
大
木
福
男
さ
ん
を
中
心

に
、
自
主
防
災
組
織
「
狩
尾
２
区

連
絡
会
」
を
結
成
。
以
来
、
地
区

独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
や
、
要
援
護

者
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
り
す

る
な
ど
、
有
事
に
備
え
地
域
ぐ
る

み
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
平
成
24
年
の
豪
雨

災
害
時
の
状
況
や
取
り
組
み
な

狩尾 2 区の自主防災組織に学ぶ
山鹿市区長会が視察研修

ど
を
紹

介
。
下

村
善
計

区

長

は
、「
災

害
時
に

は
お
互

い
に
信

頼
し
あ

う
こ
と

が
何
も
よ
り
も
大
切
」
と
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。

６年連続最優秀賞 和みの花みち会
道路河川環境美化コンクール

　
平
成
26
年
度
道
路
河
川
環
境
美

化
コ
ン
ク
ー
ル
で
滝
水
地
区
の

「
和
み
の
花
み
ち
会
（
大
塚
國
勝

代
表
、
12
人
）
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
６
年
連
続
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
11
月
19
日
に
開
か
れ
た
受
賞
式

で
大
塚
弘
子
さ
ん
は
「
高
齢
者
が

多
い
が
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
活

動
で
き
て
い
る
。
参
加
団
体
が
増

え
て
、
市
の
環
境
美
化
が
よ
り
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

●
そ
の
他
の
受
賞
団
体

【
優
秀
賞
】
▼
お
ご
も
り
花
公
園

▼
う
ぶ
さ
ん
会

【
佳
作
】
▼
大
道
老
人
会
▼
内
牧

花
原
川
を
守
る
会
▼
野
菊
の
会
▼

坂
の
上
老
人
ク
ラ
ブ
▼
西
三
区
む

つ
み
会

表彰状を受け取る大塚さん
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阿
蘇
の
深
い
知
識
を

お
客
さ
ま
に
―
。

　

阿
蘇
火
山
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

は
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
と

阿
蘇
火
山
博
物
館
が
合
同
で
企
画

し
た
も
の
で
、
阿
蘇
の
火
山
や
カ

ル
デ
ラ
、
地
形
の
成
り
立
ち
、
山

野
草
、
そ
し
て
民
話
な
ど
阿
蘇
に

つ
い
て
も
っ
と
深
い
知
識
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
観
光
案
内
所
と
別

に
設
置
さ
れ
た
案
内
ブ
ー
ス
で

す
。

　

知
識
を
深
め
た
５
名
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
う
ち
毎
日
１
名
が

道
の
駅
阿
蘇
内
の
案
内
ブ
ー
ス
に

常
駐
し
て
お
り
、
お
客
さ
ま
が
普

段
阿
蘇
に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
お
答

え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
設
置
や
阿
蘇
を
紹
介
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
道
の
駅
阿
蘇
内
の
中
央
休
憩
室

に
は
、
阿
蘇
で
採
掘
さ
れ
た
硫
黄

や
ス
コ
リ
ア
な
ど
の
貴
重
な
岩
石

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
手

に
取
っ
て
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
阿
蘇
五
岳
を
中
心
と

し
た
四
季
折
々
の
写
真
の
展
示
や

カ
ル
デ
ラ
ク
イ
ズ
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
毎
週
末
に
は
、
休
憩
室
で
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
火
山
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
「
阿
蘇
カ
ル
デ

ラ
」、「
阿
蘇
五
岳
」、「
阿
蘇
の
旬

な
話
題
」
を
中
心
に
ご
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。
上
映
会
の
中
で

は
、
ク
イ
ズ
を
出
題
す
る
な
ど
、

参
加
者
も
一
緒
に
楽
し
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
阿
蘇
に

は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
神
秘
的
な

も
の
ご
と
が
た
く
さ
ん
隠
れ
て
い

ま
す
。
地
元
阿
蘇
に
つ
い
て
、
私

た
ち
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

親
子
２
代
で
米
づ
く
り

全
国
大
会
で
「
金
賞
」
受
賞

　

第
16
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
国
際
大
会
が
11
月
23
日・24
日
、

青
森
県
で
開
か
れ
、
道
の
駅
阿
蘇
農
家

部
会
有
志
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
中
山
北
斗
氏
（
竹
原
）
の
「
サ
サ

ニ
シ
キ
」
が
、
都
道
府
県
代
表
お
米
選

手
権
部
門
最
高
位
「
金
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
全
国
４
３
６
９
の
お
米
が
出
品
さ
れ

る
中
、
中
山
氏
の
「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
は

食
味
・
味
度
が
高
く
評
価
さ
れ
、
県
内

で
唯
一
の「
金
賞
」受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

阿蘇を紹介する上映会のようす

受
賞
報
告
に
訪
れ
た
北
斗
さ
ん（
中
央
左
）

と
父 

美
智
也
さ
ん
（
中
央
右
）

阿蘇火山コンシェルジュ ～新たな阿蘇の顔となる事業を目指して～

火山の成り立ちを、

私たちがご案内します！

田空ニュース

問 ASO 田園空間博物館総合案内所　☎ 35-5077
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

私
の
厚
い
『
壁
』

一
の
宮
中
学
校
２
年　
若
宮
奏
恵

　
私
は
、
一
学
期
の
人
権
学
習
で

『
ハ
ン
セ
ン
病
』
に
つ
い
て
の
学
習

を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
自
分

た
ち
の
心
の
中
に
あ
る
壁
」
と
い
う

題
で
自
分
の
こ
と
を
綴
り
ク
ラ
ス
で

文
集
に
し
て
、
み
ん
な
で
読
み
合
い

ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
中
で
『
友
だ

ち
に
本
音
を
言
え
な
い
』
事
に
つ
い

て
書
き
ま
し
た
。

　
私
は
明
る
く
て
元
気
な
性
格
だ
と

自
分
で
思
い
ま
す
。
自
分
で
思
っ
て

い
る
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
み
ん
な
も

私
の
性
格
を
『
明
る
く
て
元
気
な
性

格
』
だ
と
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
時
々
自
分
の
性

格
が
嫌
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

友
だ
ち
が
嫌
な
こ
と
を
言
っ
て
来
て

も
、
私
は
そ
の
こ
と
を
否
定
せ
ず

に
、
「
そ
う
そ
う
。
う
ち
っ
て
そ
う

な
ん
だ
よ
ね
～
。
」
と
笑
っ
て
ご
ま

か
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

友
だ
ち
は
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
冗
談

の
よ
う
に
言
っ
て
き
ま
す
。
私
の
本

心
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
と
て
も
嫌
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
が
冗
談
な
の
か
、
本
気
な
の
か
が

私
自
身
に
も
わ
か
ら
な
く
て
、
ご
ま

か
し
笑
い
を
し
て
流
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
二
年

生
に
な
っ
て
多
く
な
り
ま
し
た
。
一

年
生
の
こ
ろ
は
、
私
の
事
を
理
解
し

て
く
れ
て
い
る
人
が
い
て
、
話
の
中

で
「
奏
恵
っ
て
と
ん
ち
ん
か
ん
だ
よ

人 権 作 文 平成25年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成25年度時点。

ね
～
」
と
笑
っ
て
言
っ
て
い
て
も
、

あ
と
で
「
奏
恵
！
さ
っ
き
の
あ
れ

は
、
冗
談
だ
け
ん
ね
！
う
ち
奏
恵
の

こ
と
、
と
ん
ち
ん
か
ん
だ
と
は
思
っ

て
な
い
け
ん
ね
？
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
二
年
生
に
な
っ

て
そ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
は
別
の
ク

ラ
ス
に
な
り
、
新
し
い
友
だ
ち
と
同

じ
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は

普
通
に
楽
し
く
話
し
て
い
ま
し
た

が
、
月
を
重
ね
る
ご
と
に
私
に
嫌
な

こ
と
を
か
ら
か
い
半
分
で
言
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
始
め
は
私

も
、
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
ら
「
言

わ
な
い
で
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
言
う
と
逆
に
「
は
？
何
？
冗
談

な
の
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は

あ
き
ら
め
て
、
言
い
返
さ
ず
に
嫌
な

こ
と
で
も
認
め
て
し
ま
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
度
に
心

の
中
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
我
慢
し
き
れ
な
く
な
っ
て
、
一

年
生
の
時
の
信
頼
で
き
る
友
だ
ち
に

相
談
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の

友
だ
ち
は
、

「
冗
談
て
言
わ
れ
た
り
す
る
か
も
し

れ
ん
け
ど
、
嫌
な
こ
と
は
嫌
て
言
わ

な
ん
！
ど
ん
な
に
相
手
が
反
発
し
て

も
、
奏
恵
が
ず
っ
と
言
い
続
け
た
ら

き
っ
と
わ
か
っ
て
く
れ
る
よ
。
と
も

か
く
言
う
こ
と
よ
！
」

と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
言

わ
れ
て
も
、
本
当
に
わ
か
っ
て
く
れ

る
の
か
な
ぁ
…
と
私
は
思
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
ま
た
ク
ラ
ス
で
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「
お
前
、
ど
う
せ
何
も
で
き
ん
だ

ろ
！
」

と
笑
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
教
室
前
の
廊
下
か
ら
あ
の
相
談

を
聞
い
て
く
れ
た
友
だ
ち
が
、
私
の

方
を
見
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
私
は
そ
の
時
、
は
っ
と
し
て
、

自
然
と

「
ふ
ざ
け
る
な
！
」

と
思
い
切
り
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
す
る
と
、
私
の
こ
と
を
か
ら

か
っ
て
い
た
友
だ
ち
は
、

「
ご
め
ん
…
。
」

と
き
ち
ん
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
な
ぜ
私
は
言
い
返
せ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
？
と
自
分
の
こ
と

を
不
思
議
に
思
い
ま
す
。
当
時
、
私

が
言
い
返
せ
な
か
っ
た
の
は
、
裏
で

悪
口
を
言
わ
れ
た
り
、
無
視
を
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
…
と
思
っ
て
怖

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
当
時
、
私
の
壁
は
二
つ
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
『
自
分
の

気
持
ち
を
偽
っ
て
し
ま
う
壁
』
と

『
ど
う
せ
み
ん
な
私
を
わ
か
っ
て
く

れ
な
い
、
と
本
音
を
語
る
こ
と
を
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
壁
』
で
す
。
も
し

か
す
る
と
、
今
で
も
壁
は
完
璧
に
は

壊
せ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
だ
返
せ
な
い
時
も
あ
る
し
、
誰
に

で
も
本
音
を
言
え
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
以
前
の
自
分
に

比
べ
た
ら
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
て

も
、
き
ち
ん
と
返
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
と
思
う
し
、
心
の
中
も
す
っ

き
り
で
き
て
い
ま
す
。
私
に
は
私
の

こ
と
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
友
だ
ち
が

　
一
学
期
の
人
権
学
習
で
、
自
分

自
身
の
壁
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た

奏
恵
さ
ん
。
こ
の
よ
う
に
自
分
を

見
つ
め
る
こ
と
、
そ
し
て
思
い
を

語
る
こ
と
が
、
強
い
人
間
に
な
る

第
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
欠

席
の
友
だ
ち
の
た
め
に
行
動
で
き

る
、そ
ん
な
友
だ
ち
思
い
の
心
も
、

壁
を
壊
す
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

強
く
な
り
た
い
、
そ
ん
な
奏
恵
さ

ん
の
立
ち
上
が
り
に
力
を
も
ら
い

ま
し
た
。

い
ま
す
。
私
が
友
だ
ち
に
作
っ
て
き

た
壁
は
今
、
少
し
ず
つ
壊
せ
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
誰
に
で
も
「
自
分
の
心
の
中

に
あ
る
壁
」
は
あ
る
、
と
ク
ラ
ス
の

文
集
を
読
ん
で
強
く
感
じ
ま
し
た
。

人
間
と
い
う
も
の
は
完
璧
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
勉
強
が
で
き

て
も
、
友
だ
ち
付
き
合
い
が
良
く
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
壁
が

あ
る
の
だ
と
、
こ
の
人
権
学
習
を
通

し
て
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

壁
を
壊
す
の
も
、
壊
さ
な
い
の
も
、

乗
り
越
え
る
の
も
、
乗
り
越
え
な
い

の
も
自
分
次
第
で
す
。
だ
か
ら
、
私

は
、
自
分
の
壁
を
壊
し
て
い
き
ま

す
。
私
は
、
そ
ん
な
私
を
支
え
て
く

れ
る
友
だ
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

本
当
の
強
い
人
間
に
な
り
た
い
で

す
。
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税 申 告
の

２月１６日㊊から
平成 26 年分市県民税・国民健康保険税の
申告が２月 16 日㊊から始まります。（3 月
16 日㊊まで）
詳しくは、後日お知らせします日程表をご
確認いただき、必要な書類を持参の上、申
告してください。

申告 をしなければならない人
平成27 年１月１日現在、阿蘇市に住所がある方で次に該当する方など
　●営業、農業などの事業収入や不動産収入がある人　　　●国民健康保険に加入されている人
　●給与所得が２ヶ所以上あり年末調整をされなかった人　●報酬、料金、契約金及び賞金等の支払を受けた人
　●医療費控除等の所得控除を受ける人　　　　　　　　　●肉用牛の売却による農業所得の課税の特例を受ける人
　●家内労働者等の事業所得等 ( 検針員・保険外交員など ) の所得計算の特例を受ける人
　●住宅ローン税額控除を受ける人

申告をしなかった場合は・・・
　●所得証明書などの交付ができません。
　●国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の軽減措置が受けられません。
　●そのほか、市営住宅家賃や保育料、介護保険料等の算定などに支障をきたす場合があります。

　所得税の確定申告書を提出する際、納付証明書の添付は義務付けられていませんが、国
民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の支払額を証明するものを必要とされ
る場合は、本庁税務課・ほけん課または支所窓口にて納付証明書を発行（無料）しています。
（問い合わせ先は 19㌻下に掲載）

平成 26 年中に支払った保険料・税の納付証明書を無料で発行します

　平成２６年１月から、記帳・帳簿等の保存制度の対象となる方が拡大され、事業所得、
不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税の申告が必要ない方も含
まれます。）は、売り上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳
簿に記載し、その帳簿や取引に係る請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。
　詳細は、国税庁ホームページ (http://www.nta.go.jp）トピックスの「個人で事業を行っ
ている方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください。

問い合わせ　阿蘇税務署☎ 22-0551（自動音声案内に従い、「２」番を選択してください。）

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されています！
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事 業 主 の 皆 さ ま へ１
　平成 26 年中に給与、賃金などを支払った場合は、「給与所得の源泉徴収票」を作成し、すべ
ての受給者に交付することになっています。
　また、「給与支払報告書」は、職業形態、支払い金額にかかわらず、平成 27 年１月１日現在、
受給者の住所のある市町村に、２月２日㊊までに提出してください。

事 業 収 入 を 有 す る 方 へ２
　事業収入を有する方は、収支の確認に必要な場合がありますので、事業用の通帳をお持ちいた
だきますようお願いします。併せて、平成 26 年１月１日から 12 月 31 日まで記帳がされてい
るかご確認ください。
　また、長期間記帳していなかった場合、合計記帳となる場合があります。合計記帳された期間
は、通帳で明細が確認できませんので、銀行等の窓口でお申し出いただき明細書を取得していた
だく必要があります。

消 費 税 課 税 事 業 者 の 皆 さ ま へ３
　平成 26 年４月から消費税の税率が５％から８％に変更になったことから、平成 26 年消費税
課税事業者におかれましては、３月以前と４月以降の売上（収入）と仕入（支出）を、それぞ
れ区別して計上していただく必要があります。また、申告受付を円滑に行うため、領収書などに
ついても同様に仕分けをお願いします。

太陽光発電設備で売電収入がある場合４
●�個人が自宅に設置した太陽光発電設備によって得られた余剰電力を売却した際、売電収入金額
から必要経費を差し引いた残りがある場合は雑所得として申告が必要です。
●�店舗や賃貸アパートなどに設備を設置している場合は、事業所得の付随収入に該当することが
あります。
●太陽光発電設備によって得た電力を全量売電している場合は、償却資産の申告が必要です。

身体の不自由な方や高齢者の方へ５
期間中、申告においでいただくことが困難な場合は、必ず連絡をしてください。

●税務課　　☎２２‐３１４８（税の申告・国民健康保険税の納付について）
●ほけん課　☎２２‐３１４５（介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付について）

税の申告・納付証明書に関するお問い合わせ
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あなたの１票が阿蘇市の未来をつくる。

阿蘇市議会議員
一般選挙

投票日 1月25日日
投票時間：午前７時から午後６時まで（荻の草、深葉地区は午後４時まで）

阿蘇市の市議会議員を選ぶ大切な選挙です。必ず投票しましょう。
選挙当日に投票所へ行けない方は、期日前投票・不在者投票の制度をご利用ください。

期日前投票

●期日前投票所　阿蘇市役所・内牧支所・波野支所
●投 票 期 間　１月１９日㊊　～　１月２４日㊏（６日間）
●投 票 時 間　午前８時３０分　～　午後８時
※３箇所の期日前投票所のどこでも投票できます。
※ 期日前投票所では、宣誓書の記入が必要です。また、投票所入場券もご持参ください。

不在者投票

●他の市区町村（滞在地）で行う不在者投票
　 阿蘇市の選挙人名簿に登録されている方が、投票日まで他の市区町村に滞在する場合は、滞在地で不

在者投票ができます。郵便などでのやり取りが必要となりますので、お早めにお問い合わせください。

●指定病院等で行う不在者投票
　 不在者投票ができる施設として指定を受けた病院等に入院（入所）中の方は、その施設で不在者投

票ができます。お早めに施設長に申し出てください。

●重度の障害等がある方のための郵便等による不在者投票
　 身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の要件に該当される方、介護保険被保険者証の要

介護状態区分が「要介護５」である方で、郵便投票証明書の交付を受けている方は、自宅で投票が
できます。

　 郵便投票証明書の交付には申請手続きが必要となりますので、お早めに選挙管理委員会にお問い合わ
せください。

●その他
　期日前投票期間中、選挙当日までに２０歳になる方は、不在者投票ができます。

（不在者投票の種類と手続き方法）
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選挙公報

阿蘇市議会議員一般選挙の選挙公報は、１月２１日（水）の新聞（朝刊）に折り込みでお届けします。
新聞配達を利用されていない方は、お手数ですが、１月２０日から市役所及び各支所などの窓口に選挙公
報を設置しますので、ご利用いただきますようお願いします。

投票区 地区又は行政区名 投票所名

１ 町区、北区、東２区、西１区、西３区、塩塚 阿蘇市役所

２ 古神区、西２区、東１区、東３区 社会教育センター（一の宮体育館）

３ 分区 農業構造改善センター（分区公民館）

４ 坂梨地区 坂梨公民館

５ 古城地区 古城公民館

６ 中通地区（荻の草を除く） 中通公民館

７ 荻の草、舞谷 荻の草公民館

８ 内牧１区、３区、４区、５区、小里、茗ヶ原 阿蘇公民館
（阿蘇体育館の道路向かい）

９ 南宮原、湯浦、西湯浦、西小園 ふれあいプラザ北外輪
（旧内牧北部保育園）

１０ 深葉 旧内牧小学校深葉分校

１１ 内牧２区、成川、折戸、宇土、浜川 内牧支所

１２ 狩尾地区 狩尾２区公民館

１３ 永草、枳、赤水、車帰、跡ヶ瀬、的石 阿蘇西小学校体育館

１４ 下西黒川、乙姫、黒川千丁 乙姫公民館

１５ 東黒川、坊中、南黒川、元黒川、北黒川、上西黒川 阿蘇小学校体育館

１６ 西町、竹原、蔵原 竹原公民館

１７ 道尻、下役犬原、上役犬原 コミュニティセンター

１８ 山田地区（茗ヶ原を除く） 阿蘇市地域農業再生協議会会議室
（旧ＪＡ山田給油所の奥）

１９ 楢木野、赤仁田、山崎、仁田水、中江、滝水 波野支所

２０ 小園、小地野、笹倉 やすらぎ交流館

２１ 立塚、横堀、遊雀、中道 農村婦人の家

２２ 坂の上、大道 高齢者コミュニティセンター福寿荘

●行政区ごとの投票所一覧

投 票 日 1 月 25 日 日阿蘇市議会議員一般選挙

選挙に関してご不明の点は、選挙管理委員会事務局（電話２２－３２３９）へお尋ねください。
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
広

聴
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
我
が
ま
ち

阿
蘇
市
を
知
る
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
は
、
市
や
各
機
関
が
現
在
取
り
組

む
事
業
の
現
場
に
直
接
出
向
い
て
、
実
際
に

見
て
聞
い
て
い
た
だ
き
、
各
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
佐

参
加
者
募
集
！ 

市
長
と
行
く
「
我
が
ま
ち
阿
蘇
市
を
知
る
ツ
ア
ー
」

●
総
務
課 

秘
書
広
報
係　
☎
２
２
‐
３
１
１
１

市

藤
阿
蘇
市
長
も
同
行
し
案
内
役
を
務
め
ま

す
。
昼
食
は
、「
地
産
地
消
、
母
の
味
旬
菜

家
庭
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
（
や
す
ら
ぎ
交
流

館
）」
で
波
野
地
区
の
地
域
女
性
の
方
々
に

よ
る
自
慢
の
料
理
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ツ ア ー 行 程 表

●とき　２月 6 日金　午前９時～午後 4 時（予定）
●行き先　
①阿蘇火山博物館（ジオパーク・火山の状況）
②小倉遊水地整備現場、坂梨の砂防堰堤（遊水池事業・砂防事業）
③�なみの高原やすらぎ交流館（地産地消の取組・交流館見学）
④阿蘇広域消防本部（新庁舎・システム見学）
⑤阿蘇医療センター（病院内見学・院長事業説明）
※天候により行程を変更する場合があります。
●参加料　無料
●募集人数　40 人（定員になり次第締切）
●参加資格　
▶�阿蘇市内に居住し、一般行政に公共的視野で考えることができる人
▶�ツアー後、モニターとしてアンケートにご協力いただける人
●募集期間　１月６日火から１月２２日木まで
●応募方法　�
▶�市役所総務課、各支所に設置の専用様式に記入の上、郵送または
電子メール、ＦＡＸなどにより下記まで期限内にご応募ください。
▶�様式は阿蘇市ホームページでもダウンロードできます。
●応募先
▶郵送の場合　〒 869-2695　阿蘇市一の宮町宮地 504 番地 1
　　　　　　　　　　　　　　阿蘇市役所総務課　宛て
▶ FAX の場合　🄕 22-4577　
▶電子メール場合　soumu@city.aso.lg.jp

市民の皆さまのご意見をお寄せください。

パブリックコメント（意見募集）

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

①
阿
蘇
市
行
政
手
続
条
例
の
改
正
（
案
）

　

 

国
の
行
政
手
続
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、「
阿
蘇

市
行
政
手
続
条
例
」
の
改
正
を
す
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

②
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
行
動
計
画
策
定（
案
）

　

 

男
女
が
共
に
つ
く
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
、

「
阿
蘇
市
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
行
動
計

画
」
の
第
二
次
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　
１
月
30
日
金
ま
で

●�

配
布
・
閲
覧
場
所　

▼ 

阿
蘇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
庁
ま
た
は
各
支

所
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
①
総
務
課
、
②
人
権

啓
発
課
に
て
、
意
見
書
様
式
及
び
資
料
の
配

布
・
閲
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
※
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

●�

提
出
方
法　

　

 

意
見
書
を
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
①
総
務
課
、
②
人
権
啓
発
課
に
直

接
ご
持
参
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
８
６
９
‐
２
６
９
５

　
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
５
０
４
番
地
１

①
阿
蘇
市
役
所
総
務
課

　
☎
２
２
‐
３
１
１
１

　
電
子
メ
ー
ル
：soum

u@
city.aso.lg.jp

②
阿
蘇
市
役
所
人
権
啓
発
課

　
☎
２
２
‐
３
２
０
６

　
電
子
メ
ー
ル
：jinken@

city.aso.lg.jp
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成
27
・
28
年
度
に
、
阿
蘇
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品
の
製
造
・
修
理
・
購
入
及
び
業
務
委
託
（
建
設
工
事
関

係
を
除
く
）
へ
の
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
「
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
期
限
内
に
必
ず
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付
を
実
施
し
ま
す

●
財
政
課 

管
財
契
約
係　
☎
２
２
‐
３
２
０
４

平
●受付期間　
　2 月 2 日㊊～ 27 日㊎　
　※午前 9 時～正午／午後 1 時～午後 5 時
　※土曜、日曜、祝日は除きます。（閉庁日除く）

●受付場所
　〒 869-2695　熊本県阿蘇市一の宮町宮地 504 番地 1
　阿蘇市役所総務部　財政課管財契約係（本庁舎 2 階）

●受付業種
　▶建設工事
　▶測量・建設コンサルタント等
　▶物品・業務委託（建設工事関係を除く）

●提出方法
　持参または郵送（平成 27 年 2 月 27 日必着）

●有効期間
　平成 27 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日

●提出書類
　▶ 提出書類の詳細は財政課又は阿蘇市ホームページでご確認く

ださい。
　▶ 様式は全て阿蘇市指定様式です。他の様式は使用できません

のでご注意ください。（一部任意様式可。）
　▶ 書類順にＡ 4 ファイルに綴じて提出して下さい。（ホッチキ

ス・クリップ不可）
　▶ Ａ 4 ファイルの表紙及び背表紙に「阿蘇市競争入札参加資格

審査申請書」及び「社名」を明記してください。

●その他
　▶ 様式は財政課で配布するほか、阿蘇市ホームページからダウ

ンロードできます。
　▶ 郵送で提出の際は、送付先を記した返信用封筒またはハガキ

を同封して下さい。
　▶ 阿蘇市の競争入札参加資格は、阿蘇医療センターでも適用さ

れます。

広
告
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害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

左
記
に
該
当
す
る
方
で
、
か
つ
認

定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
方

は
、
平
成
26
年
分
の
申
告
用
と
し

て「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

税
申
告
で
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
介
護
保
険
要
介
護
認
定
に
基
づ
く
障
害
者
控
除
）

障

●
ほ
け
ん
課 

介
護
保
険
係 　
☎
２
２
‐
３
１
４
５

に
よ
り
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
書
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ほ
け
ん
課
介
護
保
険
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●認定書の対象者（次のすべてに該当する方）
　① 平成 26 年 12 月 31 日現在（年の途中に死亡した場

合はその日）で阿蘇市の介護保険第１号被保険者に該
当している方

　② 要介護認定を受けていて、認定基準を満たしている方
（要支援は非該当）

　③ 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・
戦傷病者手帳・原爆症認定書等を所持していない方

●認定の基準
　 基準に基づき、介護保険の認定情報等により審査します

が、単に要介護度だけでなく、身体の障害の状態及び認
知症の状態による自立度も含めて判定します。要介護認
定を受けている方であっても、必ずしも認定書の交付を
受けられるとは限りません。

●申請方法
　▷申請者：本人または親族
　▷持参する物：介護保険証、印鑑
　▷申請先：市役所ほけん課
※ 申請用紙はほけん課、または各支所市民係窓口にありま

す。市のホームページからもダウンロードできます。
※ 申請後、審査して郵送で交付しますので、時間に余裕を

もって申請書を提出してください。窓口での即時交付は
できません。

家
庭
に
眠
っ
て
い
る

水
銀
体
温
計
・
水
銀
血
圧
計
を
回
収
し
ま
す

●
市
民
課 

生
活
衛
生
係　
☎
２
２
‐
３
１
３
５

　
平
成
25
年
10
月
に
熊
本
市・

水
俣
市
で
開
催
さ
れ
た
外

交
会
議
に
お
い
て
、
水
銀
に
関
す

る
水
俣
条
約
が
採
択
・
署
名
さ
れ

ま
し
た
。
本
条
約
は
、
水
銀
の
人

為
的
な
排
出
を
削
減
し
、
地
球
的

規
模
の
水
銀
汚
染
の
防
止
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　
環
境
省
で
は
、
家
庭
に
眠
っ
て

平

い
る
水
銀
製
品
の
量
や
効
果
的
な

回
収
方
法
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す

る
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
阿
蘇

地
域
で
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な

い
水
銀
体
温
計
・
水
銀
血
圧
計
の

回
収
を
啓
発
す
る
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

水銀体温計・水銀血圧計の回収方法

●対象品目　
　 家庭で使用されていない水銀体温計・水銀血圧計
※ 電子式のものは対象外ですので、小型家電と

して不燃物（小金属）にて出してください。

●実施期間　2 月 2 日㊊～ 27 日㊎まで

●回収場所　▶市役所市民課▶各支所
　　　　　　　▶阿蘇広域行政事務組合未来館

●回収方法　直接窓口にお持ちください。
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定
資
産
税
（
土
地･

家
屋
・
償
却

資
産
）
は
、
１
月
１
日
現
在
に
所

有
者
と
し
て
登
記
（
登
録
）
さ
れ
て
い
る

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
家
屋
の

滅
失
（
取
り
壊
し
）
や
未
登
記
家
屋
の
所

有
権
移
転
な
ど
の
情
報
は
、
把
握
が
困
難

な
た
め
、
課
税
誤
り
や
課
税
漏
れ
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
中
に
次
に
該
当
す
る
事
例
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
税
務
課

資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し

● 

未
登
記
家
屋
の
売
買
、
贈
与
な
ど
に
よ

る
所
有
権
移
転

● 

家
屋
の
用
途
変
更
（
住
宅
か
ら
店
舗
へ

の
変
更
な
ど
）

● 

土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
（
地
目
の
変

更
な
ど
）

※�

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
が
発
行
す
る

『
名
寄
帳
証
明
書
』
や
毎
年
５
月
に
送

付
し
て
い
る
『
固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
の
課
税
明
細
書
』を
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
自
身
が
所
有
す
る
固
定
資
産
の
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
自
身
の
固
定
資
産
、

把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

固 ●
税
務
課 
資
産
税
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
８

広
告

　
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
の
ほ
か
、
事
業
で
使
う
資
産
（
償

却
資
産
）
に
つ
い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
阿
蘇
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
用
資
産
（
償
却
資
産
）
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

固
●
税
務
課 

資
産
税
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
８

●申告方法
　 昨年、12 月下旬に郵送しました「償却資産申告書」に所有す

る資産をご記入のうえ、下記期限までに提出してください。前
年度と資産の状態が変わらない場合も申告が必要です。

※ 新規に事業を開始された方や、償却資産を所有されていて申告
書が届いていない方は、税務課資産税係までご連絡ください。
●提出期限　２月２日（月）
●提 出 先　税務課資産税係または各支所市民係
●償却資産の種類
▶構造物（看板（広告塔など）舗装路面、門、塀など）　
▶機械及び装置（各種製造・加工機械、農業用機械など）
▶ 車両及び運搬具（大型特殊自動車など　自動車税・軽自動車税

が課税されるものは対象外）
▶工具器具及び備品（商品陳列棚、パソコン、レジスターなど）
●課税標準額の軽減措置特例
　 償却資産には、資産の用途や取得時期に応じて課税標準額が軽

減される各種特例があります。
●過年度更生と遡及（さかのぼり）課税
　 申告・調査などにより更生が必要になった場合、資産の取得時

期に応じて最高 5 年度分さかのぼって税額の再計算を行います。
（過年度更生）



暮 ら し の 情 報

消
防
設
備
士
試
験

●
試
験
日　
３
月
15
日
日　

　
午
前
９
時
集
合
、
９
時
30
分
開
始

●�

試
験
の
種
類　
甲
種
全
種
、
乙

種
全
種

●
試
験
場
所　
熊
本
市

●
願
書
受
付
期
間

▼
１
月
19
日
月
～
28
日
水

※
電
子
申
請
は
25
日
日
ま
で

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

阿
蘇
市
誕
生
10
周
年

記
念
式
典

　
阿
蘇
市
は
平
成
27
年
に
市
政
10

周
年
を
迎
え
ま
す
。自
然
を
愛
し
、

人
び
と
が
尊
重
し
あ
っ
て
歩
ん
で

き
た
10
年
と
い
う
節
目
を
祝
し
、

左
記
の
と
お
り
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
す
。

●
と
き　
２
月
11
日
水
㈷

　
午
前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館（
内
牧
）

●
主
な
内
容

▼ 

記
念
映
像
の
放
映　
▼
功
労
者

表
彰　
▼
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

氏
に
よ
る
記
念
講
演　
な
ど

問
市
役
所
財
政
課 

企
画
係

☎
２
２
‐
３
２
０
４

家
庭
で
の
ふ
ぐ
処
理
は

大
変
危
険
で
す
！

　
フ
グ
毒（
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
）

は
青
酸
カ
リ
の
数
百
倍
の
毒
性
を

持
つ
極
め
て
危
険
な
毒
で
す
。

　
県
知
事
の
免
許
を
持
た
な
い
人

が
フ
グ
を
処
理
す
る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
の
で
、
決
し
て
素
人
調

理
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
阿
蘇
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
３
２
‐
０
５
３
５

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５

２
月
15
日
交
通
規
制
実
施

　
２
月
15
日
日
、熊
本
市
内
で「
熊

本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」（
第

４
回
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り

大
規
模
な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿

線
以
外
の
通
行
可
能
な
道
路
に
お

い
て
も
、
大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
さ
れ
る
本
大
会
の
開

催
に
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
熊
本
市
内
へ
お
出
か
け
の

際
に
は
、
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
ひ

か
え
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
当
日
は
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
交
通
規
制
の
詳
細
は
、「
熊
本

城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（http://kum
am

otojyo-
m

arathon.jp/

）

問 

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

事
務
局

☎
０
９
６
‐
３
２
８
‐
２
３
７
３

予
防
接
種
の
問
診
票
再
発

行
に
は『
母
子
健
康
手
帳
』

が
必
要
で
す

　
お
子
さ
ん
の
病
気
及
び
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
に
、
定
期
の
予

防
接
種
を
お
す
す
め
し
て
い
ま

す
。
予
防
接
種
の
問
診
票
を
紛
失

し
、
再
発
行
す
る
場
合
は
、
母
子

健
康
手
帳
と
予
防
接
種
シ
ス
テ
ム

で
の
履
歴
を
確
認
し
て
お
り
、
再

発
行
時
に
は
、
必
ず
母
子
健
康
手

帳
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
受
け
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
、
十
分
に
母
子
健
康
手
帳
を
確

認
し
、
体
調
を
整
え
て
定
期
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
市
役
所
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
‐
５
０
８
８

お
知
ら
せ

農
業
法
人
化
・
税
制
・
労
務

管
理
無
料
相
談
会

　
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会（
事
務
局：県
農
業
会
議
）で
は
、

農
業
法
人
化
や
農
業
税
制
、
社
会

保
険
制
度
と
労
務
管
理
、
制
度
資

金
、
補
助
事
業
の
活
用
な
ど
、
農

業
経
営
改
善
に
関
す
る
「
無
料
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
税
理
士
や
司
法
書
士
、
社
会
保

険
労
務
士
の
専
門
家
や
、
協
議
会

の
担
当
者
が
対
応
し
ま
す
。

●
と
き　
１
月
21
日
水

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
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相

談

2015 年農林業センサス
平成２７年2月1日

農林水産省では、「2015 年農林業
センサス」を実施します。この調
査は、平成 27 年２月１日現在の、
我が国の農林業・農山村地域の実
態を明らかにする最も基本的な調
査です。
　1 月下旬から調査員が農林業関
係者の方々を訪問して、調査票に
農林業の経営状況などの記入をお
願いします。調査票に記入された
事項については、統計以外の目的
には使用されませんので、ご協力
をお願いします。

問市役所財政課 企画係
　☎ 22-3204

試

験
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●
と
こ
ろ　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

（
益
城
町
）

●�

対
象　
認
定
農
業
者
や
地
域
営

農
組
織
の
代
表
な
ど

●
定
員　
30
人
程
度

※ 

１
月
16
日
金
ま
で
に
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

問
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
３
３
３
３

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 0 件 10 件 3 件  増
林 野 0 件 3 件 1 件  減
車 両 0 件 3 件 1 件  減
その他 1 件 3 件 2 件  増

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 11 件 93 件 9 件  減
死 者 1 人 2 人  3 人  減
負傷者 15 人 126 人 22 人  減

人数・世帯数 前月比
人 口 27,879 人 17 人 減
男 性 13,143 人 7 人 減
女 性 14,736 人 10 人 減
世 帯 11,294 世

帯 4 世
帯 増

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 629.1㌧ 6㌧  増
資源ごみ 82.2㌧ 2.6㌧  増
不燃ごみ 7.8㌧ 2.9㌧  増
1 人当たりの量 849㌘ 22㌘  増

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

（11月30日時点）

（11月期）

（11月期）

（11月期）

スマートフォンアプリ「i 広報
紙」で、広報あその配信を開
始しました。簡単操作でいつ
でもどこでも広報あそを読む
ことができます。料金はもち
ろ ん 無 料！ iPhone・iPad・
Android 端末でご利用いただけ
ます。ぜひご利用ください。

広報紙をもっと身近に。
スマホアプリで広報あそ配信開始！

i 広報紙

【注意事項】
▶ このアプリは株式会社ホープ（福岡市）が運

営しています。
▶ アプリ中に掲載される広告は阿蘇市とは関係

ありません。
▶ アプリのダウンロードは無料ですが、パケッ

ト通信料は利用者のご負担となります。

問総務課�秘書広報係☎２２－３１１１

催

し

「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
」

公
開
講
演
会　

　
全
国
の
自
殺
者
数
は
、
こ
こ
数

年
３
万
人
を
下
回
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
方

が
自
死
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で

す
。
自
ら
命
を
絶
た
れ
る
方
を
一

人
で
も
少
な
く
し
た
い
と
、
自
殺

予
防
を
啓
発
す
る
た
め
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
２
月
28
日
土

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
と
こ
ろ　
熊
本
市
医
師
会
館

　
（
熊
本
市
中
央
区
本
庄
３
‐
３
‐
３
）

●�

講
師　
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
大

江
・
宇
土
教
会
牧
師　

　
立
野
泰
博
氏

●�

演
題　
「
絶
望
の
中
で
希
望
を

創
造
す
る
」

●
入
場
料　
無
料

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

●�

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
、
住
所
・
氏
名
・
人
数
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
３
４
３

Ⓕ
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
６
６
５

悩む前に、まず相談。
悪質商法や多重債務など、
消費生活相談員が問題解決の
お手伝いをします。
開設日：月曜～金曜
時　間：午前９時～午後４時
　　☎２２ ‐ ３３６４

阿蘇市消費生活センター
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阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School introduction ●●●●

第 14回 阿 蘇 中 学 校
所在地／阿蘇市内牧 609 番地
生徒数／ 433 人　　創立／平成 24 年　
学校長／家入春三　　教頭／井芹昌文

３
年
目
の
取
り
組
み

●School Profile

Part2

　
本
校
で
は
、
目
指
す
生
徒
像

の
一
つ
に
、「
ど
ん
な
場
面
で

も
、
よ
り
よ
い
判
断
が
で
き
る

生
徒
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
保

護
者
の
方
々
の
期
待
や
地
域
の

願
い
、
時
代
の
要
望
を
反
映
し

て
、
職
員
40
名
は
、
内
に
あ
っ

て
は
授
業
で
、
外
に
あ
っ
て
は

子
ど
も
の
姿
で
本
校
の
す
ば
ら

し
さ
を
示
せ
る
よ
う
日
々
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
左

記「
あ
そ
の
か
お
」運
動
参
照
）

　

本
校
は
、

旧
阿
蘇
中
学

校
と
旧
阿
蘇

北
中
学
校
が

統
合
し
て
開

校
３
年
目
を

迎
え
て
い
ま

す
。
学
校
の

伝
統
や
校
風

の
基
盤
を
築
き
あ
げ
て
い
く
う

え
で
、
と
て
も
大
事
な
年
で
あ

る
と
生
徒
も
認
識
し
て
お
り
、

教
職
員
も
こ
れ
に
全
力
で
応
え

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
行
う
全
て
の
教
育
活

動
の
質
を
保
ち
な
が
ら
、
今
年

度
、
特
に
力
点
を
置
い
て
い
る

の
が
、「
学
力
の
向
上
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
の
学
力
の

実
態
を
分
析
し
、「
本
校
の
課

題
」
を
真
正
面
か
ら
受
け
止

め
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
等
を

保
護
者
へ
も
呼
び
か
け
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
評
価
の
結

果
か
ら
見
え
た
課
題
も
共
有
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
３

年
目
と
な
る
今
年
は
、
以
前
よ

り
多
く
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

に
行
事
や
授
業
参
観
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
生
の
声
を
伝
え
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
教
育
の
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
通
わ
せ
た
く
な
る

学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
保

護
者
、
地
域
と
と
も
に
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

あ　挨拶は元気な声で自分から
そ　掃除は無言で隅々まで
の　ノーチャイム二分前着席
か　学力向上を皆で目指そう
お　大きな声で返事・返礼

「あそのかお」運動 [ 阿蘇中生徒会 ]

　
近
年
増
加
す
る
ネ
ッ
ト
犯
罪
の

被
害
を
未
然
に
防
ご
う
と
11
月
25

日
、
阿
蘇
市
青
少
年
健
全
育
成
市

民
会
議
（
安
部
武
夫
会
長
）
主
催

に
よ
る
ネ
ッ
ト
犯
罪
講
演
会
が
阿

蘇
中
学
校
で
開
か
れ
、
生
徒
と
そ

の
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
警
察
署
生
活
安
全
課
の
龍

寿
充
氏
が
講
演
し
、
出
会
い
系
サ

イ
ト
な
ど
で
巻
き
込
ま
れ
る
ネ
ッ

ト
犯
罪
な
ど
の
事
例
を
紹
介
。
安

易
に
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
閲
覧
せ

ず
有
害
な
サ
イ
ト
の
閲
覧
を
制
限

す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
な
ど

の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
阿
蘇
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
が

中
心
と
な
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
を

設
け
、
日
頃
か
ら
意
識
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

わ だ い
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●一般書ベスト 20
1 村上海賊の娘　上巻 和田�竜／著
2 村上海賊の娘　下巻 和田�竜／著
3 ペテロの葬列 宮部�みゆき／著
4 ロスジェネの逆襲 池井戸�潤／著
5 北の街物語 内田�康夫／著
6 虎の尾 今野�敏／著
7 色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年 村上�春樹／著
8 プラチナデータ 東野�圭吾／著
9 マスカレード・ホテル 東野�圭吾／著
10 夢幻花 東野�圭吾／著
11 インフェルノ　上 ダン・ブラウン／著
12 春、戻る 瀬尾�まいこ／著
13 空蟬ノ念 佐伯�泰英／著
14 白ゆき姫殺人事件 湊�かなえ／著
15 ランチのアッコちゃん 柚木�麻子／著
16 永遠の 0 百田�尚樹／著
17 海賊とよばれた男　上 百田�尚樹／著
18 しずくちゃん　17 ぎぼ�りつこ／作・絵
19 七つの会議 池井戸�潤／著
20 昨夜のカレー、明日のパン 木皿�泉／著

阿蘇地区　東コース
１月１４日水・２月２０日金

西役犬原公民館　　　　　
　　13:30 ～ 13:50
竹原公民館　　　　　　　
　　14:00 ～ 14:20
猿渡製材所前　　　　　　
　　14:30 ～ 14:50
坊中公民館　　　　　　　
　　15:00 ～ 15:20
佐伯商会前　　　　　　　
　　15:25 ～ 15:45

阿蘇地区　西コース
１月１６日金・２月１３日金

赤水駅前　　　　　　　　
　　13:50 ～ 14:10
宮本酒店前　　　　　　　
　　14:20 ～ 14:40

一の宮地区・波野地区
１月２０日火・２月１７日火

波野保健福祉センター　　
　　10:50 ～ 11:20
坂梨公民館　　　　　　　
　　13:10 ～ 13:30
古城公民館　　　　　　　
　　14:20 ～ 14:50

Library Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

※�

天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
巡
回
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
移
動
図
書
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
蘇
図
書
館
☎
３
２
‐
０
０
６
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

２ ０ １ ４ 年 貸 出 ラ ン キ ン グ！
　２０１４年に図書館で貸出の多かった本をランキングでご紹介し
ます。気になる本を見つけたら、図書館へ GO！あなたの人生を豊
かにしてくれる本に会いに行きましょう！

おはなしアップルのおはなし会
　土曜の午後は、図書館でおはな
しの世界に浸ってみませんか？おは
なし会は参加無料です。♪
●と　き　１月２４日土
　　　　　午後２時から
●ところ　阿蘇図書館

問阿蘇図書館　 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916
ASO LIBRARY NEWS図書館へ行こう！

【ホームページ】http://www.aso-lib.jp/

●児童書ベスト 20
1 かいけつゾロリのまほうのランプ～ッ 原�ゆたか／さく・え
2 仮面ライダー大図鑑
3 ウルトラマン大図鑑
4 かいけつゾロリなぞのスパイと 100 本のバラ 原�ゆたか／さく・え
5 崖の上のポニョ 宮崎�駿／原作・脚本・監督
6 千と千尋の神隠し 宮崎�駿／原作・脚本・監督
7 アナと雪の女王 サラ・ネイサン／作
8 ほねほねザウルス　11 カバヤ食品株式会社／原案・監修
9 ポケモンをさがせ ! ルビーサファイア 相原�和典／画
10 アンパンマンをさがせ !　GREEN やなせ�たかし／原作
11 パンダコパンダ 宮崎�駿／原案・脚本
12 ポケモンをさがせ ! プラチナ 相原�和典／画
13 一期一会だれでもオシャレ。 マインドウェイブ／キャラクター
14 ほねほねザウルス　8 カバヤ食品株式会社／原案・監修
15 魔女の宅急便 角野�栄子／原作
16 アンパンマンをさがせ !　RED やなせ�たかし／原作
17 アンパンマンとはみがきまん やなせ�たかし／原作
18 白オバケ黒オバケのみつけて絵本 うるまでるび／さく・え
19 ほねほねザウルス　10 カバヤ食品株式会社／原案・監修
20 ほねほねザウルス　7 カバヤ食品株式会社／原案・監修



相　談

●１月１３日㊋　４ヵ月児健診
●１月１３日㊋　もうすぐ 1 歳健診
●１月２０日㊋　３歳児健診
●１月２７日㊋　１歳６ヵ月児健診
●２月　３日㊋　７～８ヵ月児健診

●１月１１日㊐　一の宮整形外科　☎ 22-3911
●１月１２日㊊　市原胃腸科外科　☎ 34-1211
●１月１８日㊐　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●１月２５日㊐　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●２月　１日㊐　脇胃腸科　　　　☎ 32-2500
●２月　８日㊐　坂梨ハートクリニック　☎ 24-6262

在宅医

健　診

心配ごと相談
● 1月 22日㊍・2月 5日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問社会福祉協議会　☎ 32-1127

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 1月 19日㊊・2月 2日㊊　10:00 ～ 15:00�農村環境改善センター
●1月 13日㊋・26日㊊　10:00 ～ 15:00�阿蘇市役所
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

こころの相談
●1 月１３日㊋　13:30 ～ 16:00　阿蘇保健所
　問阿蘇保健所　☎ 32-0535

消費生活相談
●1月 21日㊌・2月 4日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市消費生活センター　☎ 22-3364

もの忘れ相談
●随時受け付けています。
　問地域包括支援センター　☎ 32-5122
　問市役所ほけん課　☎ 22-3145

障がい者相談（就業・生活）
●1 月 20 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167

登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●2 月 19 日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局�☎096-293-2272

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●１月１４日㊌　触れ合い遊び・育児相談
●１月２１日㊌　計測日・クッキングをしよう
●１月２８日㊌　鬼のお面を作ろう
●２月　４日㊌　体験保育・給食試食会
●２月１８日㊌　クッキー作り

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●１月１３日㊋　エコクラフト小物作り
●１月１５日㊍　エコクラフト小物作り
●１月２０日㊋　たこ作り
●１月２２日㊍　運動遊び
●１月２７日㊋　誕生会・計測日
●１月２９日㊍　絵本講座（一の宮図書館）
●２月　３日㊋　鬼のお面作り
●２月　５日㊍　調理実習（一の宮保健センター）

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●１月１４日㊌　英語で遊ぼう
●１月２１日㊌　誕生会・体験試食会・おはなし会「アップル」 
●１月２６日㊊　作って遊ぼう（おに）
●１月２８日㊌　ぴよぴよ豆まき会
●２月　４日㊌　計測・親子触れ合い体操
●２月　５日㊍　作って遊ぼう
●２月１０日㊋　親子簡単クッキング

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

イベント

くらし
カレンダー

●　１月１０日㊏　阿蘇市消防団出初式（農村公園あぴか）
●　　　〃　　　　第 40 回阿蘇郡市民マラソン大会
　　　　　　　　　　　（阿蘇体育館前広場）
●　１月１１日㊐　阿蘇市成人式（阿蘇体育館）
●　２月　６日㊎　我がまち阿蘇市を知るツアー
●　２月１１日㊌　阿蘇市誕生 10 周年記念式典
　　　　　　　　　　�（阿蘇体育館）

●３月２０日㊎　阿蘇地域振興局（9:30 ～ 12:00）
　　　　　　　　阿蘇医療センター（13:15 ～ 16:00)
●３月２６日㊍　スーパーみやはら内牧店
　　　　　　　　　　（9:30 ～ 16:00）

問市役所ほけん課　☎ 22-3145

献　血

要予約

要予約

※阿蘇医療センター夜間診療：毎週金曜 19時～ 21時

要予約
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要予約
要予約
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ご寄付
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阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然とともに遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感
性を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子ども
たちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.34
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材　料（４人分）
●里いも 650㌘　●卵 1 個　●小麦粉 100㌘　
●パン粉 100㌘　●塩コショウ 少々　●揚げ油 適量
●焼き海苔 1 枚　
●桜海老 30㌘　
●グリーンピース 30㌘
●ニンジン 200㌘　
●青のり 小さじ 1

作 り 方
❶���里いもは、電子レンジに１０分程度かけてやわらかくし、

皮をむきつぶし、塩コショウを加え混ぜる。
❷�❶を半分に分け、片方にA、もう片方にBを入れさらに

混ぜる。
❸❷を小判型に丸め、小麦粉、卵、パン粉の順番に表面に
つける。
❹油で揚げて、盛り付ける。

アスリード薬局 勤務

食生活改善推進員協議会
地

産地消

C ooking!

趣味　食べ歩き　

好きな言葉　一期一会　

好きな男性のタイプ　おもしろい人

阿蘇の好きなところ　自然が豊かなところ

仕事の内容　�調剤事務

�仕事で日頃から心がけていること　笑顔

波野でとれた里いもを使用しています。
桜海老や海苔などを混ぜるので、調味料
をかけなくてもしっかりとした味があ
り、また里いもそのものの味も楽しむこ
とができます。

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

阿蘇の大地が香る
里 い も の コ ロ ッ ケ

WebTV アソ
動 画

🅰

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

フレッシュマン

🅱

本田�望
のぞみ

さん（23 歳）　住所：黒流町

WebTV アソ
動 画

【お詫びと訂正】　広報あそ 12 月号フレッシュマン　誤「生家」　正：「生花」
　　　　　　　　訂正してお詫びします。

職場のＰＲ　�当局は開局して9年になります。この薬局の良いところは、みなさん仲が良くて、
辞める人が非常に少ないことです。子どもを産んでも戻ってこられるので、働きや
すい職場です。私も子どもを産んでも仕事は続けたいと思っています。
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阿蘇市ホームページ 
　http://www.aso.kumamoto.jp/
阿蘇市Facebookページ
　http://facebook.com/asocity

ジオパーク阿蘇 探 訪
ASO GLOBAL GEOPARK

　火山活動によってできた大きなくぼ地を
「カルデラ」といいます。
　阿蘇では、約 27 万年前から約 9万年前
に起こった 4度の巨大噴火によって、大地
が陥没してカルデラができました。そのと
きの火砕流は北部九州一帯に広がり、上空
に巻き上げられた火山灰は日本全土を覆い
ました。大観峰は、火山活動のすさまじい
力を感じる場所です。

巨大噴火によってできた、阿蘇カルデラ
１　　大観峰カルデラジオサイト　　Daikambo�Caldera�Geosite

カルデラの成り立ち

複数の火山が爆発しま
す。地下のマグマを貯め
ていたところは空洞にな
り、陥没します。

陥没した後の凹んだ地形
をカルデラと言います。

カルデラができたあと
も、中岳などの中央火口
丘群が噴火を繰り返して
きました。

阿蘇ジオパークは平成 26 年９月２３日（日本時間）、世界ジオパークネットワークに加盟認定されました。
本ページでは、阿蘇ジオパークの見どころ「ジオサイト」を毎月紹介していきます。


